啓林館　理科総合B　改訂版（理B016）観点一覧

◆内容の取扱い

· 中学校理科からの移行内容の遺伝の規則性についても，わかりやすく工夫された図を用いて丁寧に説明されている。

· 序章では，探究の方法について，学校周辺の自然や環境など，身近な具体的な例をわかりやすく取り上げ，生徒が興味を持って取り組めるような工夫がされている。

· 課題研究については，環境問題を初めとした身の回りの問題について考えさせるように構成され，生徒が自主的に取り組むことの助けとなるよう工夫されている。

· 実験や観察はオーソドックスなものが採用され，生徒の理解を助けることができるように配慮されている。また，データ例なども紹介されており，すべての実験を行う時間が不足した際や，欠席した生徒にも理解できるように工夫されている。

◆単元の構成・配列及び分量

· 生物的内容と地学的内容が整理され，それぞれの科目のⅠへの連携がスムースに行えるように配慮されている。

· 生物分野および地学分野は，これまでの体系的な学習内容にそって展開できるように工夫してあり，専門科目とも連携させ，基本的な知識を身に付けながら，総合的な学習ができるように配慮されている。

◆その他（図表，写真及び資料等）

・判型はＢ５変型判を採用し，Ａ５判よりかなり大きく，ビジュアルかつ余裕のある紙面構成をとりながら，読んで理解できるような記述内容となっている。

· 地球の姿や生物の多様性を説明するために豊富な写真が使われており，また，それらと図を組み合わせて，生徒が理解しやすいように工夫されている。

· 白色度の高い上質の紙が使用され，写真や図がより鮮明で，特に写真は実際に近い色合いで理解できるように工夫されている。

